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は し が き

本 書 は 昨46年11月 から12月 にか け て,当 協 会 が派 遣 した遠 隔情 報処 理 海外 調 査

団(団 長 古 河 潤 当 協 会 専務 理 事)が,フ ラ ン ス郵政 省(Ministそredes

ノ ノ

PostesetTelecommunications)を 訪 門 した 際入 手 した もの を当協 会 が 翻

訳 した もの で あ る。

フラ ンスで は,ヘ ル メ ス計 画 とよば れ る将 来 の本 格 的 な デ ー タ網,PCM統 合網

へ の 移 行 を前 提 と して現 在,カ デ ュセ計 画 が展 開 されつyあ る。

本書 は,そ の カ デ ュセ計 画 の概 要 につ い て の説 明で あ るが,わ が国 の 関係 者 の

参 考 に供 す るた め,在 日 フラ ンス大 使 館 の 了承 を得 て こ こに 翻 訳版 を刊 行 す る こ

と とした もの で あ る。

昭 和47年3月

財団法人 日本経営情報開発協会
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カ デ ュ セ 計 画

1総 論

郵政 省 で は1972年1月 よ り,カ デ ュ セ(CADUCEE)回 線網(ネ ッ トワ ー ク)を 設置 す る

こ とに よ り,デ ー タ伝 送 の新 しい サー ビス 体系 を提 供 す るこ とを決 定 した。 このパ ン フ レ ッ トは この

新 しい 回 線 網の経 済的,技 術 的特 性 を紹介 す るこ と を 目的 として い る。

1-1カ デ ュセ設 置 の背 景

カ デ ュセに っい て の説 明 に入 る前 に,こ の回 線網 の設置 を決 定す るにい た った 事情 に っい て触 れ て

お くの が有 益 だ ろ うと思 わ れ る。

読者 も多分 御存 知 の とお り,デ ータ伝 送の現 在 の適 用形 態 では,電 話 回線網 の基 礎 構 造 を媒 体 とし

て 用い て い る。 また,伝 送 とい う点 か ら見 ると,こ の 回線 網 はア ナ ログ信号(主 と して,約3.000

ヘル ツの 周波 数ス ペ ク トル を特 徴 と して い る)を 搬 送す る よ うに 構造 さ れた もので あ る。 この 交換 電

話 回線網 の端末 機 器(電 話 機)は 人間 とい うオ ペ レー タに ょ り操作 され る こ とに な ってお り,従 って

デ ー タ伝 送の場 合 に考 え られ るよ うな 自動 化 され た運 用 に と くに むい てい るわけ では ない。 最 後 に

この回 線網 にお け る トラフ ィ ックの流 れ は,情 報 処理 シス テ ムの運 用 と相 容 れ るよ うな すべ ての長 所

を常 に具 えてい るわ けで は ない。

しか し一方 で は,現 世代 のデ ー タ伝 送は,そ の大 部 分にっ い てみ れ ば,現 状 に適 合す るに い た って

い るので ある。 〔注1〕

交換 電 話回 線網 では1,200ビ ッ ト秒(条 件 が悪 い 場 合に は600ビ ッ ト秒 に す ぎない)ま で の伝

送 を行 な うこ とが で き る。 しか し良 好 な条 件 で の 自動 呼 はで きな い。

専 用電 話結 合(1iaisonstelephoniquespecialisees)(質 の高 い)で は長 距 離

で4,800ビ ット秒 ま での全2重 伝 送 がで き る(非 常 に 性能 の高 い 変復 調装置 を用 い れ ば9 ,600ビ

ッ ト秒 の流 量 も考 え られ る)。 様 々 の トラ フィ ック集中技 術 一 周 波数 多重 化 デ ィ ジ タル多 重 化

く 分 岐〉 技術 に よ る タイ ム シェ ア リン グ)コ ン ピ ュ ータに よ る集 中 一 を用い る こ とに よ って,伝 送

手段 の良 好な利 用が 部分 的 にで き るよ うに な って い る。

トラフ ィ ック7,200ボ ー の ク ラス まで 拡 充 され たテ レ ックス 回線網 は200ビ ッ ト秒 まで の デー

タ伝 送 を行な うため に交換 回 線 網(多 くの場 合,電 話 回 線網 よ り経済 的 であ る)を 利 用者 に 提供 して

い る。

、

〔注1〕 デ ィ ジタル 情報 を,ア ナ ログ的 な性 質 の 電話 回線 に 適 合 させ る場 合 の主 要 機能 は 変復

調 装 置 に よ り行 なわれ る。
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第一 群 で の長 距 離 に っいて は,72キ ロ ビッ ト秒 まで の伝 送が 可 能で あ る。

以 上 で現 況 の 簡単 な 説 明 を終 え,次 に十年 後 の デー タ 伝送 の あ り方 にっ い て予 測し てみ よう。 十年

後 に はひ とっの根 太 的 な 事実 に よ り現 況 は くっが え され てい るだ ろ う。 そ の事実 とい うの はMIC

(イ ンパ ル ス とコ ー デ ィン グに よ る変 調)の 技 術 に よ る電 話伝 送 の デ ィジ タ ル化で あ る。 簡単 に のべ

てお くと,目 下 都 市回 線網 に 取 り入 れ られ っっ あ るこの 技術 は,電 話 の ア ナ ログ信 号 を秒 当 り8,000

倍 の周波 数に パ ター ン化 し,次 いで これ らのパ ター ン の振幅 を8ビ ッ トの コ ー ドで コ ー ド化 す る もの

で あ る。 いい か えれ ば この技 術 は 電話 の一 線 路 を64キ ロ ビ ッ ト秒 の2進 列 に よ り運 ばせ るの に等 し

い 働 きをす る もので あ る。 こ の技 術が一 般 化 され た暁に は デー タ伝 送 を電 話線 で,経 済 的か っ現 在の

もの よ り もは るか に大 きい 速度 を もっ て行な う ことが で き るであ ろ う。 〔注2〕 そ の と きに は,こ の

伝送 技術 に 電子 交換 一 デ ー タ交換 に と くに適 し た もの 一 を結 び つ け る こ と もで きよ う。

この よ うな 時の流 れ は デー タ伝 送に 関す る ま った く新 しい考 え 方 を もた らす もの であ る。.1980

年 にい た る以 前 に,こ れ らの 新 しい可 能 性 を 用い たデ ー タ交 換網 が現 在 の技術 に とっ て代 わ る と断言

で きるの であ る。 この よ うな 新 し い技 術 の特 徴 を2,3あ げ てみ る と,広 い幅 の2進 流量 交換 の高

速 性 電子 交換 に よ る柔 軟 さ とい った こ とにな る。

デ ィジ タル 伝 送 の黄 金 時代 の 到来 は将 来 の こと と して,現 在 の デ ー タ伝 送サ ー ビスは十 分 な 幅を持

ってい るとは い えな い。 事実,1,200ビ ッ ト秒 を越 え るデ ータ を良 好 な条 件 の下 に 運 び かっ コ ン

ピ ュー タ によ る 自動 利 用 に適 した 交換 網 は まだ存 在 して いな い の で あ る。 この よ うな欠 陥 は,現 在 で

はま だほ とん ど感 じ られ るに い た って いな い が,デ ー タ通信 の新 しい 適 用 分 野 一 シス テ ム間 のコ ミ

ュニ ケ ー シ ョン,デ ー タバ ンク用 の視 覚化端 末(弱 い トラフ ィ ックで は専 用結 合 は採 算 が とれない)

〈 重 い端 末〉 を必要 とす る管 理 業務用 の タイム シェア リ ングサ ー ビス 等 々 一 の 誕生 に ブレー キを か

け るお それが あ る。

カデ ュ セ設 置の 決 定 は こ うし た欠陥 を早 急に 直 したい とい う所 か らと られ るにい た った もので あ る。

技 術の選 択 に あた って は,目 標期 間 を 考慮 に入れ た。'すなわ ち余 りに も費用 の か さむ研 究 を企 て ると

い った こ とはすべ きでは な か った ので、 選 択 にっ い て は,従 来 用い られ て十 分に試験 済 みで あ り,か

っ,最 良 の性能 を発揮 した技 術 を対 象 とし て行 なわ れ たので あ る。 そ こで カ デ ュセ設 置 の 目標 を要約

してみ る と次 の よ うに な る。

一 デ ー タ伝 送サ ー ビスの 現 段 階に見 られ る不 十 分 な 点 を早 急 に う め る必 要

一 新 たな 適 用分野 を 開拓 す る可 能性 を示す こ とに よ リデ ー タ 通信 の 振興 をは か る

一 未 来 の デ ィ ジ タル 回線 網 を準 備す る

〔注2〕 ア ナ ログ都 市 間 電 話 回線 にお い て,伝 送 し うる と現 論上 考 え られ る最 大 の2進 流 量 は3

万 ビ ッ ト秒 程度 であ る。 この 流 量 は回 線の二 つの特 徴 す なわ ちB帯 域 とノ ィブ に対 す る信号 の比

S/σ に よ って 限定 され てい る ものだ が,シ ャ ノ ンの式 を用 い て 算 出す る こ とがで きる。

1)」ltzxrBlog2(1+S/σ),withB-3.OOOHzS/σ 一103,す なわ ち30db,実 際 に は,

経済 的 な 理 由だ け を とっ てみ て も,都 市 間電 話接続 で9,600ビ ッ ト秒 を越 え る変復 調装 置 が 出現 す

る ことは まず あ りそ うもな い と思わ れ る。
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1-2カ デ ュ セ 網使用 上 の 特 性

カ デ ュセ 使用 上 の可能 性 は次 の よ うに 要約 す るこ とがで きる。

カ デ ュセ は 回線(サ ーキ ッ ト)の 交換(そ の逆 は メ ッセ ー ジの交換 で あ る)に よ る網 で あ る。 すな

わ ち,デ ー タ伝 送 を行 な ってい る間 は二 つ の端末 の 間 に絶 え間 な い回 線(パ ーマ ネ ン ト・サ ーキ ッ ト)

が成 立 してい るの で あ る。 こ の交 換 によ る利 点 としては,ひ とっの 端末 で 次 々 と数 人 の話相 手が得 ら

れ るこ と,グ ル ープ化 され た 線 に よ リ トラフ ィ ック を集 中 で き るとい った こ とが あげ られ る。

一 カ デ
ュセ に よ り交換 され た 回 線は 少 な くと も電話 帯域 の幅 を持 っておh,CCITTの 勧告M1

02を 遵守 してい る。 ま た 回線 は4線 で 交換 され て い る。 とい うこ とは,

●・bデュセ は,質 が 高い とい わ れ てい る専 用 結合 に よって現在 運 ば れ てい るあ らゆ る変 調に対 して

transparentで あ る。

・伝 送 は変復 調装置 を 用い て行 な われ てい るが この装 置 の 供給 は
,利 用者 の イニ シ ア テ ィ ブに よ

り郵 政省 もし くは 工業 省 に 委 ね るこ とが で きる。 〔注1〕

・二 人 の加 入 者 相互 間 で 可能 な2進 流量 は4
,800ビ ッ ト秒 にま で達 す るこ とがで きる。

一 自動交換 機 を中心 とす る半 径約30キ ロ以 内に おい ては
,基 礎 帯域 の 伝 送 は7,200キ ロ ビ ッ ト

秒 の2進 流 量 まで が可 能で あ る。

-ETTD(デ ー タ伝 送端末 設 備)と カ デ
ュセ の間 の信 号 交換 は操作箱 を介 して 行 なわ れ る。 この

箱 に よ り次 の こ とが 行 な え る。

・キ ーボ ー ド ・ナ ンバ リン グに よ る手 動利 用

・自動 利用 この場 合
,箱 とETTDの 間 に提 出 され る イン ター フ ェ イス はCCITTの 勧 告V25

の 回線 を利用 して い る。

一 交換 と信 号化 の時間 は短 く
,ひ とっ の コネ ク ションが 自動 的 にっ なが る 時間 は全 体 とし て平 均5

秒 で あ り,(自 動 呼の 場合)ナ ンバ リン グに 必要な の は この うち500ミ リセ カ ン ドで あ る。

これ ら使用上 の特 性 は第2部 に詳 述 し て あ る。

1-3

カデ ュセ の全 般構 造 と 変化(図1-1参 照)

実働 時 の カ デ ュセ は次 の よ うな 外形 を持 つ

一 パ リに 自動 交換 機1台
,こ れ に 次の もの が接続 され る。

・通 常線1
,600太(端 末 に 通 じ てい る)

・専用 ・強 トラ フィ ック,発 用240線

・専 用 ・強 トラフ ィ ック,着 用 で グル ー ピン グを形成 し うる240線

〔注1〕 この 場 合,郵 政 省で はM102回 線用 の2,4.00ビ ッ ト秒 の変 復 調装 置 お よび基 礎 帯域

の 変復 調装 置 を供 給す る こ とが で きよ う。
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(後 の2っ はコ ン ピ ュー タへ の接続 く コネ ク ション〉 に 通 じて い る)

一 地 方 の加 入者 は 多 くの場 合,集 信 線 を介 して 自動 交換 機 に 接続 され て い る。

市場 の変化 に 応 じ て,1台 もし くは 数台 の 自動 交換 機 を地 方に設 置 す る こ と もで きよ う。 一 方,カ

デ ュセ を外 国 のデ ー タ交換 回 線網(例 え ば ドイ ツのEDS回 線 網)に 結 合 す るこ とも十 分に 考 え られ

て い る。

1-4技 術と成 果

この パ ン フ レ ッ トはユ ー ザ ー向 け の もので あ る。 従って 以下 に は,カ デ ュセ 利用 の 技術 条 件 にっい

ての説明 は十 二 分に 詳 し い が,回 線網の 内 部技 術 にっ い ては 簡単 に しか 触れ てい ない・
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交 換

自動 交換 機の墓 表技 術 は,電 信お よ び電 話 で 用い られ てい るく ク ロスバ ーCP400>交 換局 の 技

術 であ る。 しか し これ を カデ ュセの 目標 に適合 させ るには 特別 の配 慮が必 要 で あ っ た。 すな わ ち,

・規 模 の決 定お よび ダ イヤ グラ ムは,デ ー タ通 信 にお いて予 測 され るよ うな 大 き い トラフ ィ ック を

流 せ るよ うに 計算 され てい る。

・<7線 》 の 交換.デ ー タ用に4線 を配 した上,3線 を用い て信 号 を切離 した形 で送 るこ とが で き

る。 これ よ りデ ー タ は,・交換 に よ る雑音 か ら守 られ る ことにな る。'

・高 速 基礎 帯 域 で の 伝 送時 に おけ る漏 話 を弱 め るた めの 配 線上 の配慮

〔磁 気 テー プに よ る トラ フ ィ ックの料 金査 定(タ クセ ー ショ ン)と 監 視装 置。 こ れに よhデ ー タ ト

ラ フ ィ ックを 分析 す る ため の複 雑な処 置 が で きる。

伝 送

都 市 間回 線 は電 話 回 線 の全般 的 な枠 か らあ らか じめ と りの け てお く。 これ らの 回路 は その 先端 接

合 によ って,ど の2っ の端 末 の 間 におい て も勧告M102に 示 され た ひず みの 限界 を守 る ことの で き

る よ うに 均 等 に して あ る。 基礎 帯域 伝 送 を利 用で きる加 入 者 の 場合 にお い ては,接 続 は,50kHz

の帯 域 の幅 に増 幅 修正 された2っ の金 属 対 に よb行 な わ れ る(長 い接 続 の場 合 に は,数 個 の増 幅 器

が必要 にな る こ とが あ る)。

信 号

操 作箱(coffret)と 自動 交 換 機 の間 の信号 は,デ ー タ伝 送 の要求 を満 たす よ うに と くに研 究さ

れ た もの であ る。

・ナ ンバ リン グ は多 重 周 波数 コ ー ド(鍵 盤式 電 話機 に用 い られ てい る型)に よ り,電 話 回線 帯域 で

.行な わ れ る(可 能 な 速 度 は100ミ リセカ ン ド毎 に1数 字 で あ る)。

・位 相 信号(線 の取h入 れ 口
,解 放 く リベ レー ション〉,呼 の 受 信 伝送 途 中に おけ る介 入 等 々)

は 帯域 外で,各 対 の ル ー プ上 を直 流 で伝 送 され る。

H利 用上の技術的特性

この第2部 で は カ デ ュセ 網利 用上 の 技 術的 特 性 を潜 在 的な ユーザーに示 そ う と試 み た。しか しあ る種

の細 目,と くに 操作 箱 に っ い て提 案 され た接 続 の特性 に っい て は 触 れてい な いの で,こ れ に っい て 説

明 を望 まれ る方 は 国立 電 気 通信研 究セ ン ターCNET,groupementITD,3,avenue

ノ

delaRepubliqtie,92-Issy-les-Moulineaux{こ 問 合 わ せ ら れ た い。

H-1こ の 回線 網 に よ り得 られ る伝 送上 の便 宜

ユー ザー 向 けの 業務 に は二種 類 あ る
。
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a)ア ナロ グサ ー ビス ー これ は郵 政 省 が2名 の加 入者 相互 間 に.一 定 の限 界 を もっ結 合 を供給 す

る方 式で あ り,こ れ らの 加入 者は,必 要 に応 じて集 信装 置 を介 し て 自動 交換 機 に結 び つけ られて

い る。 回 線網 は,質 の す ぐれ た4線 の電 話 線1本 を設 置す る。 減衰 と回 線両 端 の間 の群 伝 搬 時 間

ひず み を限定 す る 限界 は」CCITTの 勧告M102に 適合 して おh図H-1、H-2の 曲 線

上 に示 されて い る。 そ の上.800Hzに お け る回 路の等 価 は6デ シベル 以下 であ る こ とが 保証

され て い る。 この型 の 回 路に お け る伝送 は2,400ビ ッ ト秒 で使 用可能 な変 復 調装 置 を用 い て支

障 な く行 な わ れ るし,い くっか の補助 的な措 置 を とる こ とに よh4,800ビ ッ ト秒 で も行 な う こ

とが で き る。 〔注1〕

ひ とっ の 自動 交換 機 の 同一 周 辺 都市 区域 に 属 す る2人 の加 入者 にっ い てい うと,パ リ地域 に回

路 網が 開設 され た場合,基 礎帯域 で の 伝 送 の可 能性 は,300Hzか ら50キ ロHzの 格域 に 限定

さ れた 減 衰ひ ず みに よ り保 障 され てい る。 等 化 と増 幅 は,自 動交換 機,あ るい は加 入 者 の操 作箱

あ るい は加 入 者 線の 中間 の1点 に設 置 され た設 備 に よ り行 な わ れ る。 限界 は 常 に図ll-3に 示 さ

れ た限界 に き わめ て近 い。 す る と伝 送 は72キ ロ ビッ ト秒 の流量 まで,単 純 な 発 ・送 信 機 を用い

ること に よっ て可 能 で ある。 し か しな が ら等 化 され た帯域 の 制 限 は利 用可 能 な コ ー デ ィン グの 型

を制 限す るこ と もあ りう る。

b)デ ィジ タル サー ビス ー この サ ー ビス を 希望す る加 入 者 は郵 政 省 に対 して,変 復 調装 置 の供 給

設 置,保 守 を依 頼 す るこ とがで き る。 供 給 は賃 貸 ・保守 方式 で行 な われ る。

これ らの設 備付 の結 合の 場 合,機 能の 保 障 は,変 復調 装置 と端 末装 置 の間 の接 合で 得 られ る デ ィジ

タル デー タ信 号 に っい て行 なわ れる。 従 って結 合 の質 は この場 合 に は誤 り率 の特性 に よ り保 障 されて

い る。

提示 され た変復 調装 置 の領域 は次 の流 量 を含 んで い る。

-M102級 の結 合 に っい て は2
,400お よ び4,800〔 注2〕 ビ ッ ト秒

一 基 礎 帯域 の連絡 に っいて は19
,200ビ ッ ト秒 ま で。 後 には48,64,72キ ロ ビ ッ ト秒

すべ て の設 備 は 同時 二 方向(全2重)で 作 動 し,CCITTの 勧告 に適 合 した接 合(使 用 され る流

量 に従 いV24も し くはV35)を 具 えて い る。

亀

〔注1〕 開 放的 に利 用 し てい る回 線 網 に おい て は,っ まh変 復 調装 置 のあ る ア ンサ ン ブル が2対

2の 形 で っな がね ば な らない と き,4,800ビ ッ ト秒 で の使 用に は.二 個 の変 復 調装 置の 設置 後に働

く自動 調節 付の 変 復 調装 置 を必要 とす る。

〔注2〕 初 期 の段 階で{よ 郵 政 省は こ の カ テ ゴ リイで は2,400ビ ッ ト秒 の 変復 調 装 置 の み を貸

す こ とにな るだろ う。
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皿一2端 末設 備と イ ン ター フ ェイ ス

1)全 体 の図式

発信対

変化基礎帯域での結合

V24も し

くはV35

図A

2)操 作箱(コ フ レー 小箱)

従 って操作 箱 は 回線網 と端 末 装 置 もし くはオ ペ レー タの間 の イ ンタ ー フェ イス を確 保す る機 関

で あ る。

ま ず 操 作箱 はオ ペ レー タ用 の 操作 台(標 示燈,操 作ボ タン,ナ ンバ リン グキー ボ ー ド)を 含

む もので あ る。
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●

他 方,一 定 数の接 合 が箱 と端末 の 間 の連 絡 を確 保 してい る。

以下 に これ ら様 々の 機関 の 機 能 を示 す。

標示 燈(左 か ら右 へ)

「indisponible」(作 動外)は 求 め られ た局 がふ さが って いない こ とを示 す。 この局 が 作 働 外

であ る と き・ 標示 燈は 次 の呼(着 あ るい は 発)ま で,解 放(リ ベ レー シ ョン)後 もっい た ま ま にな っ

て いる。 逆に 伝送 中 は消 え てい る。

「interventio、nl(介 入)介 入 の信号 は帯 域外 の信 号で あ り,従 って デー タに重 ね るこ とが で

き.そ の意 味 は ユ ーザ ーの 自由 に委ね る こ とが で きる。 こ うした信 号が 到 着 した場合 に は,ラ ンプ は

点 燈 さ れ 宕 のボ タ ンが押 され たま まの状 態 に あれ ば,ブ ザ ー が鳴 り出す、

「prise」(使 用申)は,コ ミュこ ケ ー ショ ンが進 行中,成 立あ るい は終 了 で あ る こ とを示 す6
り

「numerotation」(ナ ン バ リ ン グ)は 手 動 も し く は 自動 で 番 号 づ け す る よ う求 め て い る ・

「transmission」 〔伝 送)・は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 進 行 中 で あ り,回 線 の 線filsdeligne

が 変 復 調 装 置(も し く は電 話 機)に 接 続 さ れ て い る こ と を示 し て い る。

パ
「pret」(準 備 よ し)は 操 作 箱 が使 用可 能 で あ るこ とを示 す。 「手動 」 の位 置 にお い て は

口口口口 口 口
1・dl・p。nlbl・1・t・ ・v6・ti。 ・P・iseN・thさ ・。{・ti。・T・ansmissi。 ・p・et　

DISTANT LOCAL

1馳23

456

78.9

O

APPELMANUFIN⇔ 會 ‡

図B
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(<MANU>の ボ タ ンが 押 され て下 が っ た ま まの状 態)使 用 可 能 の表 示 は,変 復調 装 置 と端 末 の全

体 に及 ん でい るこ とを示 す。

ボ タ ン(左 か ら右へ)

「appel」(呼)(自 動 復帰 ボ タン)は 手動 呼 の場 合 これ に よ って呼 出手続 きを 開始 す る。 「M

ANU」(自 己 保 持 ボ タ ン)こ の ボ タ ンが押 され て い る状 態 にあ る と きに は,呼 お よび ナ ンバ リン グ

は手動 でな けれ ば な らず,ボ タ ンが上 に戻 っ てい れば,呼,ナ ンバ リン グお よび 解放 は 自動 で な けれ

ばな らな い。

「FIN」(自 動 復帰)手 動 呼 出 しに 限 り,こ れ に よ り解 放の 手続 きが 開始 で き る。

「⇔ 」(自 動 復帰)で は 交信 中 に介 入信 号 を 送 るこ とがで きる。 ・

「 宕 」(自 己 保 持)こ の ボ タ ンが押 され てい る と,介 入 信号 到 着 時 に ブザ ーが鳴 り,解 放 す るか

ハン ドセ ッ トをか け るかあ るいは ボタ ンを元 の 位 置 に戻 す こ とに よ り
,ス ト ップす る。 この ボ タンが

上 に 戻 る と,電 話へ の移 転(ト ラ ンス フ ァー)は 不 可 能 で あ る。

「≠ 」(自 己 保 持)・ の ボ タ ・を押 す と,端 末 装 置 は到 着 呼に 対 して作動 外 とい う ・ とにな り・

こち ら側 か ら呼 出 す こ とはで きな い。

白

3)接 合(ジ ャン ク ショ ン)

箱 と変 復 調 装置 箱 と端末 の接 合に っ い ての 詳 細 な 説明 は 「カデ ュ セ回線 網 接続 の設備 仕 様書 」

もし くは 「操作 箱 使 用説 明書 に述 べ られ てい る(こ の二 つ の資料 の入 手希望 の向 きは,国 立電 信

研 究セ ン ターあ るい はデー タ通 信 部に 申 出 られた い)

重 要 な 点 の み を簡 単 に述べ て お くと,端 末 が 自動 呼 で働 か ない 場 合 に は,箱 と端末 の接 合は な

しで す ます ことが で き る。 同様 に,端 末 が 自動 呼 で働 く場 合 に は,デ ー タの 送信 と受 信 の各ペ ア

はr6glette云vis(ら せ ん 状 の線)で も得 られ る ので あ るか ら,箱 と変 復 調装 置 の接 合

は な しで す ます こ とが で きる。

4)手 続 きの例

以 下 に は可 能な操 作 の ひ とっ として,自 動 呼 に す る通 信 の開設 を示 し て み る。

約 束 として,<接 合》 の列 にあ る記 号 は,上 線 の有 無 に 従い,関 連 回路 の開 閉 を夫 々示 す こと

とす る。 標 示 燈 も同様 で あ る。

例14.15頁 参 照

204は 回 路204の 閉鎖 を示 し,

V3は 標 示燈3の 消 滅 を意 味す る(標 示 燈 は左 か ら右へ と1か ら6ま で番号 をっ けてお く)

最初 の状 態 す べ て の 回路 は213お よび 任 意 的 に108を 除いて,開 かれ て い る。 標示 燈 は

6の み が っ いて い る。MANUの ボ タ ンは ゆ るめ られ た状 態 にあ る。

一10一



五一3サ ー ビスの 種類

1)二 つの 型 の加 入者 の存 在

タ イム シェ ア リン グ の 端 末,リ モ ー トバ ッチ プ ロセ シ ング
,コ ン ピ ュ ー タ とこれ らに用 い る

トラ フィ ックは 夫 々異な る。 郵 政 省で は加 入 者 を通 常 の加 入者 と高 トラフ ィ ックの二 つの ク ラス に

分け てい る。 後者 は多 くの場合,専 用サ ブネ ッ トワ ークの中 央 コ ンピ ュー タに っ なが れ て い る。

■

2)加 入 者 の ク ラスの 変更

加 入 者の様 々な ク ラス に 課せ られ て い る トラフ ィ ックの 限界 に ぱ2っ のパ ラメ ータ が 考 慮 され て

い る。

一通 信の 間 ず
っ と続い てい る接続 回線 網 の 占有 は,ひ と度 通信 が 開設 され る と,ア ー ラ ンで測 ら

れ た線 の 占有 一 記 号E－ の 占 有 に応 じて変 化 す る。.っま り,あ る線 が時 間 の20%占 有 され て

い る とき,こ の線 は0 .2Eの ト ラフィ ックを持 つ ことに な る。 この 占有 は,問 題 の加 入 者 が 呼 出す

側(発 トラフ ィ ック)で あ るか,呼 出 され る側(着 トラ.フィ ック)で あ るか に よ って二 つの タ ーム

に分 解 さ れる。

一 制御 装 置 の 占有 は
,通 信が相 手 方に 通 じよ うと通 じ まい と,各 々 の通 信毎 に あ る時間続 く もの だ

が,し ば しば呼 出 し を受 け る一 部 の加 入 者 が絶 えず 占有 されて い ると きには,非 常 に増 大 す る。

こ うした 混雑 を避 け,十 分 な サ ー ビス水 準を保持 す るため に,わ れ われ は失 敗 率(あ る加 入者 に

向 け られ た呼 の総 数 と,こ の加 入 者 が 占有 もし くは作 動 外 とい うこ とで通 じな か っ た 呼の数 の 比)

に ひ と っの 限界 を導 入 した。

ク ラス を変 え る,も しくは そ の グル ー ピ ング の線 の数 を増 加 すべ き限界 は次 表 の とお りで あ る。

弱 トラフ ィ ック加 入者 強 トラフ ィ ッ ク加 入 者

発 トラフ ィ ック(PBXグ ル ー ピン グの 線の 各

々)

α2E/線 0.7E/線

着 トラ フ ィッ ク(加 入 者 に到達 す る全 トラ フ ィ

ック をそ のPBXグ ルー ピン グ の線 数 で割 る)

平 均 で0,2E/線 平均で07E/線

着呼の失敗率 02 1

線

2

線

3

線

4

線

0.2 α2 0.15 0.1

注 意 してお くが,弱 トラ フ ィ ックか ら強 トラ フ ィ ックに 移行 して も料 金 に変 化 はな い。 し か し強 ト

ラフ ィ ックの線 は,発 と着 の如 何 に拘 らず 必 然 的に 専用 線 に限 られ るのに 対 し
,弱 トラ フ ィ ックの 線

は混 合 で もよい の であ る。

3)特 殊 サー ビス
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一 それ を希望 す る加入 者 はPBXグ ル ー ピン グ を介 して 弱 トラ フィ ック(従 って 混合の)の 線 に接 続

す るこ とが で き る。

一 そ れ を希望 す る加 入 者 は
,ナ ン バ リン グな しで特 定 の 相手 を 呼出す こ とが で きる。 このく ホ ッ トラ

ライ ン》 サ ー ビスの 方式 は 「操 作箱 使用説 明書 」 に述 べ られ てい る。

ま た以上二 っの 資料 は 国立 通信 研 究セ ン タ ーあ るい は 郵政 省 デー タ通信 部 に申込 まれ たい。

皿 カデ ュセ の 経 済 的な 面,料 金体 系,適 用 分 野
`

皿一1料 金 表

(こ れ はサ ー ビス開始 前 に 規 則書 に よ り定め られ る)

サー ビス開始 と共}「適 用 され る料金 表 は,以 下 の よ うに三 つ の項 目か らな って い る。

一一接 続料1大 当 り1
,200フ ラン

ー 月間 加入料 金 これ は も
っ と も近 い 接合 点 まで の距 離 に応 じ て 計算 され る。

一 時 間料 金 これ は2人 の通 信 者 間 の距 離(直 線距離)お よ び 時間 に応 じ て異な る。

a)加 入

月間加 入 料 金 は もっと も近い接 合 点 までの距 離(d)に 応 じて 算出 され る。 これ らの接 合 点 は

実 際 に設置 され た集 信 装 置 につ な が って い て もい な くて もよい のだ が,業 務 開 始後1は下 図 の地 点

とな るp

(18Pの 図参 照),・ がそ の 地点A,Bは 端 末 の 例dとDは 距 離の決 定

左 の地 名(上 か ら下 に)ボ ル ドー,ク レル モ ンフ ェ ラ ン,グ ル ノ ー ブル,リ ール,リ オ ン,マ

ル セイユ,ナ ン シ ー,ナ ン ト,ニ ー ス,オ ル レア ン,レ ン ヌ,ル ー ア ン,ス トラス ブール,ツ ー

ル ーズ)

加 入料 金 に っい ては,簡 易 と均 等 を 重ん じ るとい うと ころ か ら,接 続 の 個 々 のケ ース に っい て

の 区別 は して いな い(1971年 度版 のパ ン フレ ッ トでは 逆 に な ってい たが)

唯一 の 区別 は(H-3に 示 され た ク ラス に従 って の)簡 易化 さ れ た箱(ト ラフ ィ ックの 流れ を

良 好 に保 っ た め加 入 者 設 備 の正 確 な規 模 決定 を助 長 す るよ うに 縮少)を 具 え たく 専 用着〉 線 にか

か わ る加入 に関 し た もの であ る。

月 間加 入 料 金(線 当 り)単 位 フ ラン

最 も近い接合点への距離/<m

通 常 線

専 用 巻 線

d≦(5

400

300

5<d≦10

500

400

10〈d≦20

700

600

20〈d≦ こ35

900

800

d>35

1000

900

b)時 間料金

時間料金は6秒 を最低計算単位とし,

一12一



'

一 通 信者 間 の直 線 距 離

一1日 の どの 時間 に通 信 を 行 な うか

に よ り異 な って く る。

呼 出 し 料 金 は 一切 適 用 され ない。 しか し一 分 以下 の 通 信 は一 分 と して 計算 され る。 よ り正 確
'

にい うと通 信時 間 は次 の表 に よ り決 定 され る。
晴

■

距 離 に よ る混雑 時 の通信 時 間料 金(サ ンチー ム)

D

通 信
時間(D

r≧(50

12

50〈rK100

24

100〈D≦150

36

150<Dく200

48

200<エ ピ250

60

250〈D≦300

72

1》300

84

、

皿一2適 用

本 パ ンフ レ ツ
、

の であ る。

特 性 に よ り,

一 伝 送上 の特性

'

ま た さ らに,

ツ吟

一 く 強 トラ フ ィ

時間帯により通信時間に適用される割引係数

就 業 日 土'曜 日 曜 ・祭 日

8時 一9時

19時 一24時

6時 一8時

零時 一6時

1

α6

02

α6

06

0.2

α2

α2

α2

分 野

トの最 初 の二 部 で述 べ た よ うに,カ デ ュセ 回線網 は,デ ー タ伝送 専用 に構想 され た も

この 回 線網 は基 本 的 に は 従来 の テ ク ノロ ジ ーを利 用 して い るの だが,次 の3っ の根本 的 な

カデ ュ セ は通 常 の 交換 回線 網 とは 異な って お り,ま た これ らの特性 あ るが 故 にデ ー タ伝

送上の 要求 に応 じ うる もの とな って い るの で あ る。

一 交換 装 置 の規 模決 定(従
っ て トラフ ィ ック流 通上 の特 性)

一 イ ンタ ー フェ イス と端 末 信 号

カデ ュセ の料 金決 定 に あた っ て は,最 低収 益 率 の規 準 を尊 重 しっ っ,デ ー タ トラ フィ

クの 予測 可能 な特 性 に従 って 研 究 が 行な わ れた。 例 え ば

一 呼 出 し料 金 は一 切適 用 され ない(短 時 間 の トラ ンザ クシ
ョンに よ り トラ フ ィ ック を発 生 す る適用

に ブ レーキ を かけ るこ との ない よ うに)

ック〉 線 に追 加料 金は一 切 かか らな い。 これ は料 金上 の措 置に よ り設 備 の正 しい 規

模 決 定が(ま た従 って トラ フ ィ ッ クの流 れ の流動 性 が)阻 害 されな い よ うに との配 慮 に よ る もの

で あ る。

一 第3に
,次 の 図表 の示 す よ うに 伝 送 され る2進 素 子に よ り,カ デュ セ は.交 換 網 あ るい は専 用

結 合 とい った 他の 手段 に較べ て,伝 送ボ リュー ムの 幅広い 範 囲 にお い て経 済 的で あ る。

一13一
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一
一 日当

りの費用

200

100

●

1日 当 りの キ ロメ ー トル

一 例

以下 の ケ ー スで は カ デ ュセ の 適 用分 野 をい くっ か示 そ うと考 え た。 こ こでは,様 々な 形 の 回 線網 に

っい て,電 気 通 信関 係 のコ ス トの み を 比較 した。 当然 の こ となが ら,デ ータ通 信網 の経 済 性 を評 価す る

にあ たって は,そ れ 以外 の パ ラメ ー ター変 復調 装 置の 数 と コス ト,コ ン ピ ュー タへ の アタ ッチメ ン ト

の数 プ ログ ラ ミングに お よぼす 回線 網 構造 の影 響等 々 一 を考 慮に入 れ ね ば な らない。

以下 に は3種 の適 用 を検 討 す る。

一 オ フ ラ インデ ー タ交 換

一 ダ イ レク トア クセ ス に イ ンテ グ レ ー トされ た シ ス テム(視 覚化端 末 と共 に)

一 デー タバ ンクチ ェー ン
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F
■

a)オ フ ライ ン伝 送 問題 の所 在

あ る組 織(例 え ば銀 行 タ イ プの)が 地 方支 店 とパ リ本 店 の間 にオ フ ライ ン伝 送(例 えば 磁 気媒

体)を 行 な い た い とす る。

(端 末→ コ ン ピュ ー タ)の 伝 送は 毎 日17時 か ら19時 の間 に 行 な われ

(コ ン ピュ ー タt端 末)の 伝 送は6時 か ら9時 の間 に行 な われ る。

伝 送 され る量 は 次 表の とお りで ある。

支 店
端 末 か らコ ン ピ ュ ー タ コ ン ピ ュ ー タ か ら 端 末

(キ ロ字) (キ ロ字)

ア ミア ン 150 600

ボ ル ドー 250 1000

ク レル モ ン ・フ ェ ラ ン 150 600

リ ー ル 300 1200

リ ヨ ン 300 1200

マ ル セ イ ユ 300 1200

ナ ン シ ー 200 800

ナ ン ト 200 800

ニ ー ス
250 1000

レン ヌ 150 600

ル ー ア ン 150 600

ツ ー ル ー ズ 200 1000

パ リ(3支 店) 3×250 3×1000

可 能 な 解決 法(図M・-2)

これ にっ い て3っ の解 決 策 を検 討 す る

・電話 交換 網(伝 送 の 有効 速 度90字/S)

・マル チ ポ イン ト回 線網(質 の高い もの
,伝 送 の有 効速 度400字/S)

一15 一



図皿 一2カ デ ュセ回 線網(400字/S)

電 話 交 換 網 マ ルチ ポ イ ン ト回 線網 カ デ ュ セ 回 線 網

(600-1200b/S) (4800b/S) (4800b/S)

回 線 網 の 形 体

一各々の支店は交換網によりパ 一3本 の 都 市間 マ ルチ ポイ ン カ デ ュ セ

リと交 信 ト回 線の ほか,パ リの支 店 一 ア ミア ン と ク レル モ ン フ ェ ラ

一与えられた伝送所有時間では 1っ に っ き さ ら`こ1本 ン はパ リで接続 され てい る

計 算 セ ンタ ーに12本 の 線 を
一 計算 セ ンタ ーに は7本 の強 ト

要する
o

ラフ ィ ック線 が必要

.

(従 って12台 の受 信 機) (0.5Eの ト ラ フ ィ ック で 計

算)

コ ス ト の 比 較

接 続(設 置)料

16,200フ ラ ン 18,000フ ラ ン 26,400フ ラ ン

月 間 料 金

60,060フ ラ ン 45,200フ ラ ン 18,475フ ラ ン

内 加 入10,000フ ラ ン

訳{ 通 信8,475フ ラ ン

計算 の基礎 と して,1月 の実 働 日数 は20日 とし た。

注 意

一 カ デ ュセに よれ ば伝 送 コス トは 交換 網 の場 合の3分 の1,マ ルチ ポイ ン ト回 線 網 の場 合 の2.5分 の

1に な る。 そ の理 由は

・まず,カ デュ セ は電話 網 よ り も伝 送 され る ビッ トにお い て よ り経 済的 で あ り,

・一五 専 用結 合は マ ル チ ポ イ ン ト式 で あ って も収 益 率 が悪 い(伝 送 をそ の 日の う ちにな ら して行

な うこ とがで きない)と い うこ とに あ る。

一 この型 を適 用 した場 合,カ デ ュセ は,上 掲 の例 に示 され た費 用 の ほ ぼ2倍 の 費 用 まで は有 利 に 用い

られ うる と思 われ る。

一 カデ ュセ 使 用に と もな う追 加 コス トは(変 復 調装 置 は1200b/Sの 代 わ りに4800b/Sと

な る)6～9ヵ 月 で 償却 で き る。

一16一



b)直 接 ア ク セ ス シス テ ム問題 の所 在

●

あ るサ ー ビス会社(保 険 隠 退年 金 金 庫 の た ぐい)が,事 業 所 か ら,資 料 を直接 アク セ スで コン

ピュー タに 入 れ て お きた い と す る(<視 覚 化 ス ク リー ン》 型)。 交換 は トラ ンザ ク シ ョンに よ り行

な われ る。 すな わ ち発信400字,受 信400字 で あ る。 あ る研 究 によ れば,ひ と っの事 業所 は1

時間 最 高50の トラ ンザ ク シ ョン を処理 してい る。

処 理 すべ き トラ ンザ ク ション の 数Nは 各支 店 に っ いて,次 表 に見 積 られ る通 りで あ る(忙 しい 日

の場 合)

支 店 N 支 店 N

ア ミア ン 500 レ ン ヌ 2000

ボ ル ドー 2000 ル ー ア ン 1000

ク レル モ ン フ ェ ラ ン 1000
"

ツ ー ル ー ズ 2000

り 一 ル 2000

リ ヨ ン 3000 パ リで は事 業 所 は ロ

マ ル セ イ ユ 3000 一 カル で接 続 され て

ナ ン シ ー 1500 い る

ナ ン ト 1500

ニ ー ス 1000

最 繁 時 の ト ラ フ ィ ッ ク は1日 の ト ラ フ ィ ッ クの6分 の1と 考 え られ る。

操作箱

変復

制御 装 置

口

端 末装 置は 次 の構 造 を持 つ(図m-3)

変 復 調装 置(こ れは 操作 箱 を通 じて カデ ュセeeffじ てい る)で 結合 され た制 御装 置一 台 は8台 の視

覚化装 置 まで 制御 で き る。 この 制御 装 置 は と りわ け,必 要 な 記憶 とアドレ ッシ ングの 働 き をす る。

伝 送 は2400ビ ッ ト秒 で行 な われ る。 これ は平 均1秒200字 の有効 速度 とい うこ と`こな る。

可能な回線網の形体
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リアル タ イム での この ような 適用 は電 話 交換 回 線網 では 考 え られな い。

そ れが 可 能 だ と考 え られ る解 決 法 か ら,我 々 は次 の二 つを取 り上 げ た。

・マ ル チポ イン ト回 線網

・カデ ュセ 回 線網

マル チ ポ イ ン ト回 線網ecっ いて は1本 の 線 に結 合 で きる事 業所 の数 は15以 下(こ れ を こえ ると飽

和が生 じ るこ とがあ る)だ と思 わ れ る。

カデ ュセに っ い ては,コ ン ピ ュー タ側 の 強 トラ フ ィ ック線 は最 繁時 におい てO.5ア ー ラン以上 の ト

ラ フィ ックを受 け る こ とはな い。 この計 算 は,カ デ ュセで の接 続が 平均 して20ト ラ ンザ ク ショ ンを

流す もの として行 な われ て い る。

これ らの解 決 策の 比較 は皿 一4に 示 され て い る(1月 の実 働 日20日 と して計 算)

注 意

一 従
って カ デュ セ はマル チ ポ イ ン ト回線 網 よ り少 し安 い よ うで あ る。 カ デ ュセ は,回 線網 に手 が加

え られ る よ うな場 合に は,柔 軟 に 応 じ られ る とい う利 点 を持 ってい る。 また,コ ン ピュ ー タへ の

4っ の ア クセ ス に,ト ラ フ ィ ック をよ りよ く配 分 で きる とい う こと もあ る。

c)事 務(ア ドミこ ス トラ テ ィ ブ)デ ー タバ ンクチ ェ ー ン

リール,パ リ,マ ル セ イユ に設 置 の3っ の デ ー タバ ン クは地 方中 心 都 市 に配 置 さ れた端 末 によ

り利 用 され るべ きもの と考 え られ てい る。 当 初 この システ ム の規模 は300の 端末 を基 本 として

定 め られ るべ きで あ る。(図 皿一5)

トラフ ィ ックは,1日,端 末 あ た り照 会 は 約60と 考 え られ,3台 の コ ン ピュ ー タの各 々 に均

等 配 分 され る。

マ ルチ ポ イン ト回 線網 カ デ ュ セ 回 線 図

形 体

図 上 に示 され た数 は事 業 所 の 数

こ の数 はカ デュ セの場 合 も同じ

.

コ ン ピ ュー タ側 最低4本 の強 トラ フ

ラ フ ィ ック線 が必 要

コ ス ト の 比 較

・ 接 続(設 置)料

18,000フ ラ ン 26,400フ ラ ン

月 間 料 金

45,200フ ラ ン 41,200フ ラン

:{:∵:1:ll:
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CONFIGURATIONS

●

L川e3

ROuen2

Nantes2

Bordeaux3

Amiens1

Clermo川.

Ferrand2

NanCy2

LyOn4

Marse川e4

Nice2

図 皿 一4
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図皿 一5
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可 能 な 解 決 法

ポイ ン ト ・ッー ・ポ イ ン ト専 用結 合 の実 施 はお よそ 考 え られ な い(や る とす れ ば3×300と い う

数 の結 合 が 必 要 とな る)。 こ の型 の適 用 には 事実 上 交換 回線 網 が 必要 で あ る。 従 って,我 々 は以 下 に

・電 話交 換 回線 網

・カデ ュセの2っ を比較 し て み る

カ デ ュ セ 電 話 回 線 網

形 体

一 端末毎に加入1 一端末毎に電話線1本

一 着 信 ト ラ フ ィ ッ ク に コ ン ビ ュ ー 一 着 信 トラ フ ィ ッ ク は コ ン ピ ュ ー

タ1台 あ た り強 ト ラフ ィ ッ ク の タ1台 あ た り強 ト ラ フ ィ ッ ク の

30線 が必要 60線 が必要

一 伝 送 は2
,400ビ ッ ト秒

一 伝 送 は600～1200ビ ッ ト秒

この伝送水準では1回 の照会時 秒1回 の照会時間には平均3

間 は1.5分 ま で縮 減 で きる 分

コ ス ト の 比 較

接 続(設 置)料

一

468,000フ ラ ン 288,000フ ラ ン

'

月 間 コ ス ・ト

625,440フ ラ ン 1,550,000フ ラ ン

内 訳 加 入264,000

フ ラ ン

通 信361,440

フ ラ ン

〆

注 意

・ひ とっの トラ ンザ クシ ョ ン(電 気通信 用 の)の 平 均コ ス トは

カデ ュセ で1.70フ ラン

電話 交換 回 線網 で4.・20フ ラン で あ る。

.利 用者 負 担 のく 直接〉 月 間平 均 コ ス トは(コ ン ピ ュー タ側 の共 同 負 担 分 は含 まず)

カ デ ュ セ で1900フ ラ ン

交換 回 線網 で5100フ ラ ンであ る。
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IV事 務上の手続

カ デ ュセ利 用者 の手 間 を省 くた め,手 続 きは最大 限 に簡 易化 され た。

こ の回 線網 は ひ とっ の機 能的 存在 な の であ り,そ の 責任者 は唯1人,カ デ ュセ 交 換局(セ ン トラル

・カデ ュセ)長 で あ る。 従 って,回 線網 が 完成 した 場合。 加 入 者 は事務,技 術 の いず れ の面 で もこの

責任 者 の み を相 手 にす る こ とに な る。 しか し,回 線 網開 設 の時 点 にお いて は,加 入 申込 は電 気 通 信総

局(デ ー タ通 信 ・専 用 回線 網部)に よ り一 括 し て ま とめ られ 総局 が各々 の加 入 に っい て の調査 な り,

予備 調 査 にあ た る。

この 申込 の処 理 が 終了 した と き,利 用者 は カデ ュセ 交換 局 一 この場合 に は 自動 交換 機に接 続 され

た結合 全 体 を指 揮 す る もの とな る 一 に よ り,踏 むべ き手続 きに っいて 知 らされ る。

事 実上,手 続 きは,一 枚 の 印 刷 され た書 類(別 添)に 利用 者が書 込 めば よい よ う にな ってい る。

この書類 は,設 置 と契 約 の 技術 的 な カー ドにな っ てお り,一 枚 は加 入者 に戻 され る。

器 材の設 置(操 作箱 必 要 に応 じて は変 復調 装 置)は 郵政 省 が行な う。 線の 実 施 と保 守 は カデ ュセ

中 央 局 お よび地 方部 局(も し くは全 国部 局)所 属 の専 門班 に よ り行 な われ る

申込 受付 通知 か ら作 働 まで の期 間は これ らの 簡 易 化手続 きに よ り1ヵ 月 程 度 で あ る。
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最初 の数字 要求

V4

最初の数字を多周波コードで50
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次の数字の要求

次の数字の要求
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カ デ ュ セ 回 線 網 調 査 事 項

加入 線の ・ 新 設 ロ

・ 移 転 ロ

・

・ 変 更 ロ

・ 予備 調 査 ロ

カ デ ュ セ 呼 番 号

1加 入 者 の 名 称

姓名 もし くは社 会

住 所 電話

責任者の名前 と住所 電話

2端 末 装 置

端末設置の正確な場所 建物 階段

1扉 町 臨 翻

技 術 設 備

一一変復調装置2進 流量

PTT有 無 ロ

その他 有 許可番号

型番号商 標

端 末

接続端末の商標と性質

市

口

口

作働開始希望 日

シ

3ト ラ フ ィ ッ、 ク と 接 続

ト ラ フ ィ ッ ク 見 積 り
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,

一日平均占有時間(時 間)

平均通信時間(分)

最繁時における線の推定占有時間(分)

'

接 続

弱 トラ フ ィ ッ ク 有 一 否

群 線 数

ナ ンバ リングな し の操作 箱 有 一 否

強 トラフ ィ ック 有 一 無

事 用 着 有 一 無

専 用 発 有 一 魚

群 線 数

4使 用 料 支 払

姓 名 もし くは社名

住 所

支払方法

o

本 申 込に 適用 され る 法 料 金 技 術 方式 は結 合 作働 日におい て 効力 を有 す る もの とし,そ れ 以後

法律,政 令 規 則 に よ り変 更 あ る と きは こ れに 従 う もの とす る。

署 名 地 年 月 日

カ デ ュ セ1 申込者署名
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1

一-一

一

馨 轟
一

登録
番号

1

ε

著者名 跡 綿 噛繍 路協込

書名フラ忽 熟 練 織
1 8割 田A〃 瀦1_

所 属

ノナ'バ ー

帯 出 者 氏 名

.『

貸出 日

'w .1μ'

返 却

予 定 日

'""`

返 却 日

禁 無 断 転 載

(財)日本経営情報開発協'会
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